
１０・２６国連軍縮週間のつどい 
 

パネル討論 

核兵器禁止条約と日本の安全を考える 

 いま、「核兵器のない世界」の実現にむけて世界が大きく動いています。 

 ９月２０日、核兵器禁止条約の調印が公開されてすぐに５３か国が調印し、３か国が批准しました。禁止条

約のすみやかな発効のために問わなければならないのは、核兵器禁止条約に反対している核保有国とそ

の同盟国の姿勢です。被爆国の日本が役割を果たすために、「核の傘」からの脱却、核依存政策の転換

が求められています。国連軍縮週間にあたりパネル討論会を開催します。是非、ご参加ください。 

資料代・500 円 

日時：  １０月２６日（木） １８：３０～２１：００ 

会場： 平和と労働センター２階ホール 

国連認証 NGO・原水爆禁止日本協議会（日本原水協） 

HP：http://www.antiatom.org／メール：antiatom55@hotmail.com 
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コーディネーター  山本乃里子 （全日本教職員組合） 

コメンテーター   上原久志 （日本平和委員会調査研究委員） 


